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表紙の絵
低域混成波で生成される高速電子の特性理解のため，プラズマ壁に到達する高速電子のピッチ角を同定するプローブを検討した．製作可
能な構造でピッチ角分解能を見積もるために，当該構造にて様々な初期条件でプローブの入り口より電子を飛ばす数値計算を行った．本
図はその結果の一つであり，各線が検出すべく選択された軌道を表す．本データの解析より，分解能 4度を達成できそうである．現在，
プローブを製作中である．
（Kouji SHINOHARA et al., Plasma and Fusion Research, Vol. 18, 2402006 （2023） http: / /www.jspf.or.jp /）
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